
The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

大 学 英語 教 育学 会 中国 ・四国 支部研 究 紀要

　 JACET −
　CSCRB 　2012，　VoL　9，　pp．83

・92．

リス ニ ン グカの 構成要素に つ い て

一
ワ

ー キ ン グメ モ リとディ クテ
ー

シ ョ ン ・ス パ ン ー

松岡　博信 （安 田 女子 大学）

榎 田　
一

路 （広 島大学）

橘野　実子 （安 田 女了短期大 学）

Abstract　 This　study 　first　examines 　the　correlations 　among 　foreign　language　learncrs
’

listening− and 　dictation−proficiency　and 　what 　I　call 　
‘’dictation　span ，

”

which 　is　supposed 　to

be　measured 　by　dictation　length　after 　their　firs目 istening．　 The　outcomes 　 of 　thc　first

survey 　show 　that　dictatめ n 　span 　has　a 　certain 　correlation 　with 　the 　other 　two　factors．　The

second 　 survey 　shows 　 that　dictat｛on 　span 　 is　 influenced　most 　 strongly 　by　the　 working

memory 　oflearners ．

1 ．は じめ に

　本研 究で は ， リ ス ニ ン グに お け るワ
ー

キ ン グメ モ リ の 関与 を調査 す る に 当た っ て ，授

業 中の デ ィ クテ
ー

シ ョ ン 演習 に お い て 学習者 が 取 り組 ん だ課 題 の 成 績デ ー
タ を用 い る 。

　データ収集 の ソ
ー

ス で あ る デ ィ ク テ
ーシ ョ ン 演 習用 プ ロ グ ラム の 学習者 ロ グは ， 今 や

世 界 中で 用 い られて い る Moodle と い う Course　Management 　 System （授業支 援 シ ス テ

ム ： 以下 CMS ）の 上に 設 置 した 「KD シ ス テ ム 」 とい う英語デ ィ クテ
ー

シ ョ ン 自動 添 削

機能を有す る Web 　Based 　Trainingプ ロ グ ラ ム （以 下 WBT ） に よ っ て 生 成 され た もの で

あ る 。
KD シ ス テ ム は ，　 CALL 教 室授 業 内 と授 業外学習 を有機的 に結合 させ た継続 的 な

反 復デ ィ ク テ ーシ ョ ン 演習 （本稿で は ， こ れ を リピーテ ィ ッ ド ・デ ィ ク テ
ーシ ョ ン と名

付 ける）で あ る 。

　こ の 演習形 態の 大 き な利点の
一

つ は ，各学習者の デ ィ クテ
ーシ ョ ン 結果 で あ る詳 細な

ロ グが サー バ 上 に残 り，そ の デ
ー

タ を 収集 し ， 分析す る こ と に よ っ て 彼 ら の デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン 活動 の 過程 を細 か く分析 で きる こ とで あ る。 さ ら に ，打ち こ ん だ 英語 の 単語 が 正

解か 不 正 解か も， ロ グの 英 単語 に 自動 的に付加 され る タ グ （2 種 類の 括 弧） に よ っ て ，

簡 単 に 識別 で きる よ うに 工 夫 されて い る u また ，Moodle 自体 もデ ィ クテ
ーシ ョ ン の た め

の 音声 を，簡便 に 学習 者の ヘ ッ ドセ ッ トに 送信 で きる機 能 を有 して お り ， これ に よ っ て

学習者 は ， リ ピーテ ィ ッ ド ・デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン を ス トレ ス な く効 率的 に行 う こ とが で き

る、，

　本研 究 は ，英詒 リス ニ ン グお よび デ ィ ク テ
ー シ ョ ン 演習 を通 し て 得 られ た 学習者 デ ー

タ か ら，英語 リ ス ニ ン グカ を構成 す る と思 わ れ る要 素に ，ワ
ー

キ ン グメ モ リが どれ ほ ど

影 響を 及ぼ して い る か と い う点に絞 っ て ，分析 ・考察す る もの で あ る。
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2 、研 究 の 背景

　本節 で は ，ワ
ー

キ ン グ メ モ リそ の も の と，そ れ の リ ス ニ ン グ，デ ィ クテ
ー

シ ョ ン 演習

と の 関わ りに つ い て の 先 行研 究 を 見て 行 く。

2，1 言語の ワ
ーキ ン グ メ モ リ

　 ワ
ー

キ ン グ メ モ リ とは ， 日本語 で 「
．
作業記憶」 と も呼 ばれ ，あ る情報 を

一
時 的に 保 ちな

が ら （短 期 記憶 〉，そ の 情 報 を同時 に操作 （処 理） す る ため の 人 間 の 脳 内情報 処理 機能 を

意 味す る概念 で あ る 。

　 ワ
ー

キ ン グ メ モ リが 言語 能力 向上 の 要 囚 とす る論文 は少 な くない が ，そ の ほ とん どが

リ
ー

ディ ン グ を軸 と し た研 究 で あ り， リ ス ニ ン グ との 関係 を探 っ た研 究 は 多 くは な い

（Baddeley＆ Hitch
，
1974；Rost，

1994；Grasser＆ Britton
，
1996；Geh ，2000 ；Rost，2002 ，

2006）。

　そ の 中で ，現在 で も リス ニ ン グ に お い て 中心 的な モ デル とな っ て い る の が Baddeley ＆

Hitch （1974）の 音 韻 の 保 持 と 処 理 に 関 す る 研 究 で あ る 。 そ れ は 「音 韻ル ー プ

（phonological　loop）」 と い うシ ス テ ム に 関す る もの で ，そ の 概 念 は ， 人 間は 耳 に した 音

声 情報 を取 り込 み ， 心 の 中で 復唱 す る こ と に よ っ て そ の 短期 記憶 を保持 す る と い うも の

で あ る。彼 ら に よ れ ば ，音韻ル ープ は 音韻 の 保持 と処 理 に 大 き く関わ る も の で あ り，そ

の 研究 以 降 ， 言 語 の ワ ー
キ ン グ メ モ リと は ，

「
言 語情報 の 保持 と処理 を並列 して行 う」 こ

と を可能 にす る認 知 シ ス テ ム を指す よ うに な っ た 。

　 ワ ー
キ ン グメ モ リ の 容 量 に は 限界 が あ る と考え られ て お り，Miller （1956）は 7± 2チ ャ

ン ク （チ ャ ン ク とは ，貯蔵 ・処 理 され る情報 の 単位 で あ る）， Cowan （2001），Davis （2001＞

は 4チ ャ ン ク，Broadbent （1975＞ は 3チ ャ ン ク程 度 と して い る。容量 に限界 が あるの で あ

れ ば ，英 語学習 を通 し て リス ニ ン グカ を向 トさせ る に は ，い か に ワ ーキ ン グ メ モ リの 効 率

性 を訓練 に よ っ て 高 め るか が重 要 に な る。

2．2 リ
ーデ ィ ン グ と リス ニ ン グに お ける ワ ーキ ン グメ モ リ測 定 （メ モ リス パ ン ）

　メ モ リス パ ン と は ，
ワ ー

キ ン グ メ モ リ の 大 き さを表 す概念 を具現化 した測 定値 で ある 。

Daneman ＆ Carpcnter（1980）は，音 読 させ な が ら文末 単語 を記 憶 させ る リ
ーデ ィ ン グ ・

ス パ ン テ ス ト （以 下 RST ） を行 い
， 調 査対象者 の 文 字デ ー

タ の 保 持 （文 末単 語記憶 ） と

処理 （音読 ） の 1司時作 業 に 関す る ワ
ー

キ ン グ メ モ リの 効 率性 を問 うた。 その 後 ，彼 ら 自

身 が RST を聴覚的提 示 に変 えた もの が リス ニ ン グ ス パ ン ・テ ス ト （以 下 LST ）で あ る。

リーデ ィ ン グ と リス ニ ン グに お ける ワ
ー

キ ン グメ モ リ の 関与 の 差異 に つ い て は ， 同 じ言

語 課題 で あ れば，視 覚 ・聴覚入 力 に 関わ らず ，同 じワ
ー

キ ン グ メ モ リが機能す る （中西 ，

2005 ）と して，リ ス ニ ン グに お け る ワ
ー

キ ン グメ モ リの 効 率性 も RST に 準 じた形態 で 測

定す る こ とが で き る と考え られ る。
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2．3 ディ ク テ
ー シ ョ ン と ワ ーキン グメ モ リ

　現 在 で も授業 で よ く用 い られ る デ ィ ク テ
ーシ ョ ン とい うタ ス ク は

，
1960 年 代 ま で は 単

な る音素認 識や 語彙認 識 の た めの テ ス トの ご とく認識 され て い た が ，1970年 代 に入 っ て

か らは ，それ ら の み な らず ， 文 法 ， 統語 ， 意 味解釈 に 関す る能 力 も計測可能 なテ ス トと し

て認 め られ る よ うに な っ た v 最近 で は ，リ ス ニ ン グ力 向 ⊥二を 目指す 効果 的な演習 と して デ

ィ クテ
ー

シ ョ ン が認識 され る よ うに な っ て い る （Hughes ，
2003；Weir，

1990
，
1993＞。

　さ らに ， デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン と い う演習 は ，類似す る read −and −look−up や delayed

copying と共 に メ モ リ ス パ ン （ワーキ ン グメ モ リの 効 率性 ） を増 強す るの に有効 な活動

で もある （Nation ＆ Newton ，2009 ）。
こ れ ら の 活 動は ，い ずれ も音声情報 を

一
時的 に保

持 し，再生 （処 理 ）す る と い う活 動で あ り ， リ ス ニ ン グ 用 ワ ーキ ン グ メ モ リの 効率性 向

上に デ ィ ク テ
ーシ ョ ン 演 習 が 寄 与す る可能性 を十 分 に示 唆す る も の と言 うこ とが で き る。

2．3 ワ
ーキ ン グメ モ リの 効率的育成の ための 授 業

　 リ ス ニ ン グカ 向上 を 目指す た めに は，ワ
ー

キ ン グメ モ リの 効率的運 用 の た め の 何 らか

の 訓練 が 必 要 とな る。 しか しな が ら ，よ く授 業 な どで 用 い られ る 穴埋 め 程 度の リ ニ ア ・

デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン （筆者 命名 。音声 の 反 復可 生 な し） で は ，単な る英語音声認識 力 を測

る テ ス ト的 意味合い が 強 く，ワ ー
キ ン グメ モ リの 効率性 向上 に大 き く寄与 す る 可能性 は

低 い と言 わ ざる を得 ない 。 よ り長 い 時 間 に渡 る集 中的 で 徹底 したデ ィ クテ
ーシ ョ ン 演習

が必 要 で あ る 。

　こ の よ うな観 点に 立 っ て ，大学 の 1 コ マ （90 分 ）の 授業 に おい て 3 分の 1程度 を 占め

る長 時間 の リ ピ ー
テ ィ ッ ド・デ ィ ク テ ーシ ョ ン （筆者命名 。 学習者 自身 に よる任 意 の 反

復音声 再生 を伴 う）形 態 の 演習を 3 年 間に 渡 り
， 毎 回 の 授業で 行 うと い う実践 ・調査 を続

けた 。
フ ル セ ン テ ン ス を繰 り返 し反復 し て 聞 き取 る活 動で あ る リ ピーテ ィ ッ ド ・デ ィ ク

テーシ ョ ン は ，ワ
ー

キ ン グ メ モ リを十 分 に駆 使 し，そ の 効 率性 を 向上 させ る効果が 大 い

に 期待 され る。 ワ ーキ ン グ メ モ リの 効率性 が 向上 すれ ば，情報 の 保持 の た め に そ れ を よ

り効 率的 に 用 い る こ とがで き，ひ とま とま りの 英 文 を 「一度だけ 聞い て 書 き取 る 」 場 合

の
， 書 き取 る こ と の で き る英文 の 長 さが伸 び る と考 え られ る。本 研 究で は ， こ の 「初回

書き 取 り 」 を，デ ィ ク テ ーシ ョ ン
・

ス パ ン と名付 け ，ワ
ー

キ ン グ メ モ リの 効率性 と深 く

関わ る もの と想 定す る．

　そ こ で ， リ ピ ー
テ ィ ッ ド ・デ ィ ク テ

ー
シ ョ ン を効率 よ く行 うこ と の で きる e−Learning

の た めの 「KD シ ス テ ム 」 （制 作 ・榎 田
一

路） を用 い
，
　 CALL 教室 にお け る英語 の 授 業 中

に 毎 時間 25 分程度 の 演 習を受講 者 に課 し，彼 ら の デ ィ ク テ
ーシ ョ ン

・ス パ ン を調 べ る こ

とに した。学習 者は ，各 自ヘ ッ ドセ ッ トを装着 し ，
WBT で あ る 「KD シ ス テ ム 」 の 音声

再生 プ レ ー
ヤ を各 自で 任意 に操 作す る。聞 き取 っ た 範囲 の 英語 を画 面 上 の フ ォ

ー ム に打

ち込 んで ，そ の 直 下 に あ る添削ボ タ ン を押 して ，
正 解 ・不 正 解 を確認 す るの で あ る 。 添

削ボ タ ン を押す と， 画 面に はそ の 文 に 含まれ て い る単語 数 と打ち込 んだ 単語 が 正 解 で あ

る か ど うか （止 解な ら解答が 青，不 正 解な ら赤色） が 即座 に 表示 され る。
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　そ して ，こ の デ ィ ク テ ー シ ョ ン ・ス パ ン の 長 さが 学習者 の 現在 の ワ ー キン グメ モ リの

効 率性 を探 る
一

つ の 指 標 とな る と考 えて ， デ ィク テ
ー

シ ョ ン 演習に お い て サ ーバ に 自動

記 録 され た学習者 ロ グか らデ
ー

タ を抽出 し，それ を以下 の 2 つ の 研究課 題 に基づ い て 分

析 した 。

3 ，研究 課題 お よび調査

3．1 研究課題 1 お よび調査 1

　本研 究 の 研 究 課 題 と し て ま ず ， 次 の もの を挙 げる 。

　研 究課題 1 ： デ ィ ク テ ーシ ョ ン ・ス パ ン は，ワ
ーキ ン グメ モ リを測 る指標 とな り得 る

　 　 　 　 　 　 か

3，2 調査 方法

　調 査対 象者 は，広 島市 内の 私 立 大学 の 英文 系学科 に 通 う 55 名 の 学生 （全員女子 ）で あ

る。調 査 は 2010 年 6 月 か ら 7A に か け て の TOEIC 演 習 を 中心 とす る 「総合英 語 1 」 の

授 業の うち ，5 回分に つ い て CALL 教 室 で 行 っ た。調査 方法 は ，
　TOEIC 用教材 を用 い て ，

リ ス ニ ン グテ ス ト （10 分）お よびデ ィ クテ
ー

シ ョ ン 演習 （25 分） の 学習者 ロ グか ら添

削要 求回数 と各 問題 の 初回 書取 り単語 数 （正 確な数，不正 解単語 も含む〉 を抽出す る方

法 を用 い た （注 1）。

　今 回 の 調 査 で は ， 音声 は 教授 者が
一

度 の み教室 ス ピ ーカ
ー

か ら流 し，直後 に
一

定 の 時

間 を 与 え て 解 答 を打 ち込 ませ ，添 削 を させ る とい う活動 を問題 1か ら 10 ま で通 して 行い ，

そ の 後 に ヘ
ッ ドセ ッ トを装 着 して の 通常形 態 の リ ピ ー

テ ィ ッ ド ・デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン 演 習

を行 っ た。 大学 生 は ， 最初の 一
巡 の 問題 解答 に つ い て は，通 常の 場 合 よ り高 い 緊張感 の

中で英文 を 聞 き ，パ ソ コ ン 画 面 に復 元 す る作 業 を行 っ た こ とに な る。

　 また，調 査対象 とす る こ とが で き たデ ー
タ は ，5 回の 授 業 にす べ て 出席 し た 学生 の も

の で あ る。欠席 が あ っ た場合 は ，そ の 学 生 の デー
タ は分析対 象か ら除外 した， した が っ て ，

今 回 の 調 査 で は 最終 的 に分析 対象 とな っ たデ ー
タ は ，55 名 中 45 名 の もの と な っ て い る。

5 回 と限定 し た理 由は，教育上 の こ とを考え る と，こ ち らで コ ン ト ロ ール し た デ ィ ク テ ー
シ

ョ ン を行 う こ とが で き る の は 5 回 が 限 度 で あ る と 判 断 し た か ら で あ る ，

　ディ ク テ ーシ ョ ン に 関 して は リ ス ニ ン グ と同 じ ス ク リプ トを使用 す るた め にテ ス ト効

果 が 懸念 され るが ，以下 の 理 由で そ の ま まの 数値 を用 い て 分析 を行 っ た 。

　  リス ニ ン グ とデ ィ クテ
ー

シ ョ ン は 異 なる言語 活動 で あ る うえ に ，リス ニ ン グの ス ク

　　 リプ トの 英文 はか な りの 数 に上 り，デ ィ クテ
ー

シ ョ ン の 閙題 とな る英文 は 全 体の ご

　　 く　
・
部 （数パ ーセ ン ト）で あ り，た と え初回 書き取 りに お い て もそ の テ ス ト効果 は

　　 極 めて 少 ない と予 想 され る こ と。

　  リ ス ニ ン グ は ，
一

度 し か音 声 を聞か ない が
， デ ィ クテ

ー一一tシ ョ ン は ，30 分間 に 渡 っ

　　 て ，同 じ個 所 を何 度 も自由に 聞 き直す こ とが で き ，こ の 時点 で リス ニ ン グ に よるテ

　　 ス ト効果 は ，ほ と ん ど考慮 に入れ る必 要が な い ほ ど減 じ られ る と判断 した 。
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故 に ，それ らを基 に以下 の 相関係数 を求め た 。

　 1 ） リ ス ニ ン グ とデ ィク テ
ーシ ョ ン との 相 関係 数

　 2 ） リス ニ ン グお よび デ ィ クテ
ー

シ ョ ン と添削 囘 数 と の 相関係 数

　 3 ） リ ス ニ ン グお よびデ ィ クテ
ー シ ョ ン と初回 書 き取 り単語数 との 相 関係数

　 4 ）添削回数 と初回書き取 り単語 数 との 相関係数

　止 解数の 測定方法 は ， 学 習者 ロ グ に よ っ て
， それ ぞれ の 問題 文 に お け る正 解単語 数 の

み をカ ウン トす る方 法 を用 い た 。 学習者 の ロ グに は ， ［ ］で 囲 まれ た 単語 が 正 解 ， ｛　｝

は 不 正 解 と表示 され る 。 これ らの 括弧 は KD シ ス テ ム に よ っ て 自動 的 に付加 され る もの

で あ り，例 え ば，［His］［computer ］［is］｛non ｝｛wearing ｝｛site｝とい うロ グが残 っ た とす

る と，デ ィ クテ ーシ ョ ン ・ス パ ン は 3 とカ ウン トされ る こ とに な る 。

　結果 は ，以 ドの 表 1 の ご と くで あ る 。

表 1

デ ィ クテ
ー シ ョ ン， リ ス ニ ング，添削 回数お よび初回書き取 りの相関係 数

デ ィ クテ
ー

シ ョ ン リス ニ ン グ 添削 同 数 初回 書取

デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン 1

リス ニ ン グ ．596＊ ＊ 1

添削回 数 ．029 一．028 1

初 回書 き取 り ．649＊ ＊ ．540＊ ＊ 一．170 1

＊＊

p く0，01

　結果 的に ，初回 書き取 りは リス ニ ン グ か つ デ ィ クテ
ー

シ ョ ン の 成績 と相 関が比 較 的高

く ，
ワ ーキ ン グ メ モ リを測 る指標 と して 設定 したデ ィ クテ ーシ ョ ン ・ス パ ン が ，あ る程

度 そ の 指標 と して の 役割 を果たす こ とが 出来 る 可能性 を示 唆 して い る 。 具体 的 に は ， デ

ィ ク テ
ーシ ョ ン ・ス パ ン と リス ニ ン グ の 間 の 相 関係数は 540 （p ＜ ．OD に な っ て い る。

ま た ， デ ィ クテ
ーシ ョ ン

・
ス パ ン とデ ィ クテ

ー
シ ョ ン の 点数か ら リ ス ニ ン グ点数 を 予測

す る重相 関係 数 （r）に つ い て は ．629 （p 〈 ．Ol），か っ 決 定係 数 （r2 ）は O．396 とな っ た 。

こ れ は ， リ ス ニ ン グ点数 の 結果 の ほ ぼ 40％を ， デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン
・

ス パ ン とデ ィ クテ
ー

シ ョ ン 点数が 説 明 して い る こ とを意味 し，決 定係 数 と し て は ，比 較的大 き い と思 われ る tt

　 しか しなが ら，デ ィ クテ
ー

シ ョ ン ・ス パ ン と い うも の は ，デ ィ ク テ
ーシ ョ ン 活動 の 結

果 に お け る 正 解数で あ り ， 不 正 解 は カ ウ ン トされ ない 。デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン に お い て 正 確

に 書 き取 る 力 は ，正 解 の 単語数 ばか り で は な く 正 解率 も関わ っ て くる と考 え る の は 当 然

で あ る （上 田 ，
2011 ） 。 そ こ で

， 次 の 研 究課 題 と し て は ，ワ
ー

キ ン グ メ モ リを潜 在変 数

と し て ，そ れ が ，観察変数 で あ るデ ィ ク テ ーシ ョ ン ，正 解数 正 解率 に 対 して どの よ う
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な効果 を果 た して い るか を探 る こ とに し，AMOS 　l，8 を用 い て 分析 を行 っ た。

3．3 研究課 題 2 お よび調査 2

　本研 究 の 次 の 研究 課題 と して ，以下 の もの を挙 げる。

　研 究課題 2 ： ワ ー キ ン グ メ モ リ の デ ィ ク テ
ーシ ョ ン カ ，初回 書 き取 り単語 の 止 解 数 お

　　　　　　 よび 正 解率 に対す る機 能 は ，どの よ うに異 な る か

3．4 調査 方法

調査 対象者 は ，広島 市内 の 私立 大 学の 英 文系学科 に通 う45名 の 学 生 （全員女 子 ）で ある。

調査 は 2011 年 5 月の TOEIC 演習 を 中心 とす る 「総合英 語 1 」 の 計 5 回 の 授業時間内に

CALL 教 室 で行 っ た （5 回 をす べ て 出席 した学 生の データの み 分析 した）。 リス ニ ン グテ

ス トお よび デ ィ クテ
ー

シ ョ ン 演 習 （25 分） の 学習者 ロ グ か ら抽出 した の は，各 問題 の 初

回 書取 り単 語の 正解 数 お よ び 正 解 率 で あ る。 さ らに ，本 調査 で は ，初 回書 き取 り正 解 率

も ワ ーキ ン グメ モ リを測 る も う
一

つ の 指 標 で あ る と仮 定 し，初 回 書 き取 り正 解数 をデ ィ

ク テ
ー

シ ョ ン ・ス パ ン 1，初 回書 き取 り正 解 率 をデ ィ ク テ ーシ ョ ン ・ス パ ン 2 と区別 し

た。それ らを ま とめ る と以下 の よ うに な る。

1 ） リ ス ニ ン グ成績 （100 点換算）

2 ） デ ィ クテ
ー

シ ョ ン 成績 （100 点換算）

3 ） 初 回書 き取 り正 解 数 （＝デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン ・ス パ ン 1）

4 ） 初 回書 き取 り正 解 率 （＝ デ ィ ク テ
ーシ ョ ン ・

ス パ ン 2）

　まずは ， 4 つ の 変数 閲の 相 関関係 を SEM を用 い て 算 出 し た （図 1 参照 ）。

　図 1 を 見 る と，調 査 1 にお け る数 値 とは 若 干 異 な る が，ワ
ー

キ ン グメ モ リの 指標 とな

り得る と想定 した iE解数 （ディ クテ
ー

シ ョ ン ・
ス パ ン 1） は ， リス ニ ン グ とデ ィ ク テ

ー

シ ョ ン と共 に ある程度 の 相 関関係 を有 し て い る こ とが 分 か り ， 調査 1 の 結果 が 追証 明 さ

れ た 。 さ らに ，今 回 の 調査 で 付 け加 えた 正 解率 と の 相関 もあ る程度高い こ とが 分 か る。

しか しなが ら，そ の 数値は ，正 解数 よ り も僅 か で は あ る が低 い
。

　次 に ，
ワ ー

キ ン グメ モ リを潜在変数 と して ，そ れ が ，デ ィ クテ
ー

シ ョ ン ，正 解数 ，正

解率 とい う観察 変数 に 対 し て どの よ うな影 響を 与えて い るか を ， 測 定方程 式 を用 い て示

した （図 2 参 照） 。 図 中 の 標 準化 され た パ ス 係 数 を見 る と，正 解 数 が 最 も高い こ とが わ

か る 。 こ の 結 果 ， 3 つ の 観 測変数 の うち， ワ ーキ ン グメ モ リが最 も直接 的 に影 響 を及 ぼ

し て い る と考 え られ る の は ，
正 解数 で あ る と言 え る v ワ

ー
キ ン グメ モ リ の 効 率性 の 向上

育成 に ， リ ピ ー
テ ィ ッ ド ・デ ィ ク テ

ー
シ ョ ン と い う形 態の 演習 が 寄 与す る と考 え る と，

そ れは ，特 に英文 の 初 回 に書 き取 りで き る数に 良 い 影響 を 与える と思われ る 。 その 結果

の デ ィ クテ
ー

シ ョ ン ・ス パ ン の 増大 は ，通常 1 度 しか 聞 くこ とが で きな い 口常英会 話 の

聞 き取 りに 結 び付 くは ず で ある 。
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　また，2 っ の タ イプ の デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン
・

ス パ ン の うち ， 今 回 の 結 果に お い て もや は

り正 解数 の パ ス 係数が 正 解率 の それ を上 回 っ た 。 ワ
ー

キ ン グ メ モ リの 効率性 の 良さを表

わす指標 と して は ，正 解数 が正 解率 を上 回 っ て い る こ とが 改 め て 示 され た 。

4 ，ま と め と今後 の 課題

　 リ ス ニ ン グカ とワ
ー

キ ン グメ モ リ と の 関係 に っ い て 上 田 （2011）は ，以 下の よ うに 述 べ

て い る 。

デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン ・テ ス トに お い て ，書き取 る べ き語数が 増 え て も上位 層 学習者は 正

答 率が 高 く ，
ワ ー

キ ン グ ・メ モ リ容量 が ，

で あ る と い う こ とが 判 明 した。

リス ニ ン グ能力 を 向上 させ る 要因 の ひ とつ

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （1523−1524）

　 実験手法 は異 な るが ， E 田 （2011）が研 究課題 とした の は，デ ィ ク テ
ーシ ョ ン ・

テ ス ト

の 英 文 を構 成す る語数 と正 答 率 との 相 関 で あ る 。 しか し ， 本研 究 の 結果 は ， 僅か で は あ る

が ， 止 答数 の 方 が ワ
ー

キ ン グメ モ リ と の 相関が 高 く，か つ 影 響 も受 けて い る。す なわ ちワ

ー
キ ン グ メ モ リが 具現化 し たデ ィ ク テ

ーシ ョ ン ・ス バ ン とい う測 定値 に つ い て は ，率よ り

実 際に 聞 き取 る こ との で きた語 数 と捉 え る方 が ，よ り実体 に適合 し て い る と考 え られ る。

　 ワ ー
キ ン グ メ モ リの 指 慓 と し て の デ ィ ク テ ーシ ョ ン ・ス パ ン と して は ，初 回 書 き取 り

の 正 解数 の み で 十 分で あ る こ とが 分 か る と共 に ， デ ィ ク テ
ー シ ョ ン ・ス パ ン の 効率性 を

向 ヒさせ るデ ィ クテ
ー シ ョ ン 演 習を継続 的 に行 うこ と に よ り，リス ニ ン グカ を向上 させ る

可 能性 が 十分 に あ る と い う こ とが本研究 の調 査結果 が 示唆 し て い る と思 われ る 。 具 体的 に

は ，KD シ ス テ ム によ るデ ィ クテ
ー

シ ョ ン 練習に お い て ，各英文 の 初 回 は 最後 まで 通 し

て 聴 い て ，単語 を 「出来 る だ け 多 く正 確 に書 き取 る 」 努力 を意 識 的 に行 わせ る よ うに指

導する こ と も効果 が あ る か もし れ な い
。

　今後 は ， さ らに リ ス ニ ン グカ の 進 捗 に 貢献 で きる リピーテ ィ ッ ド ・デ ィ ク テ
ーシ ョ ン

演習 の 開発 に 努 め ，ディ ク テ
ーシ ョ ン ・ス パ ン が演習 の 進 展 に伴 っ て ど の よ うに 変化 し ，

それ が ワ ーキ ン グ メ モ リの 効率性 の 向上 と ど う関係す る か に焦点を 絞 っ て 研 究 を継 続 し，

最終的 に は ， リ ピ ー
テ ィ ッ ド ・デ ィ クテ ーシ ョ ン 演習 が どの よ うな形 で ， どの 程度 リス

ニ ン グ力 養成 に 寄与 で きる か を明 らか に して 行 き た い 。

注

1 リ ス ニ ン グ の 得点 算出 方法 は ， 約 10 分聞 の TOEIC 　Part　1
，
2

，
3

，
4 の 問題 音声 を 1 度だ

　 け流 し ，そ の 内容 に 関わ る 20 問 の 聴 解問題 の 正 解数 に 1 を乗 じた もの で あ る． 20 問

　全 問正 解で あ れ ば ，20 点 とな る。また，デ ィ ク テ
ーシ ョ ン は ，そ の 同 じ リス ニ ン グの

　 問題 ス ク リプ トを， 10 個 の 文 を抜 き 出 して （ ）の 形 で 提 示す る もの で ，25 分 内で

　あれ ば個人 が 自由 に 何 度も反復 して 書 き取 る こ との で きる演 習 で あ る 。 算出は ，正 解

　率 （正 解 単語 数／ 問題 単 語数 ） を少 数第 1 位で 四捨五 人 し た もの で ，全 問正 解で あれ

　 ば 100 点 とな る ，、
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